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はじめに

昨年度までは、制尻島に於けるr，貯副書冊J を 限り上げ、各分野にEって研究調査の結果を報告

本年度は視点、を変更して、茜都高誌としての調査研究し、久理、『玖津礼j に ついて報

告するものである置料不足と共に聞き取り調査の限界があって、調査不Eと未了があって、今後

してきた

f推定J という判断の壇を出ない。

由課題は大きい。

特に移住開拓の年代申調査には不可能な状況が多〈、

だが、地部落にはない、来世経路とその事情漁民経済由実態のある事が判閉した。

何れにしても、久連世毘の生活状況の樽細調査は函離が多く概略を知る程度である。

あらまし

タ速は旧仙法志村内部落で西端にあって、旧昔昨村間r自に接している集落である。

音形地織の居世者との究流が多く、同一生活圏内に今も昔も入っている。

それは距離的に近いばかりでなく、久連への来住の経過地点と沓形からの来住者が多い事からむ

情的な関連性が強〈現症もそうである。また、久埋からの転出者も比較的背部に多い点もあげられ

る。

更に、全島的に雷える事であるが、現在の漁民の背働は年聞を通じて漁業以外の仕事に世撃し、

土木亜段、理築関保へ仕事に臨時賃金労働者が殆どで、冬期間に漁業に練り沖に出漁する漁夫は久

漂白湯告は会くない。

また、出稼者も多く、冬の6 ヶ月間の家躍を留守にする世待主も多く、

後も続〈ものと考えられる。

2a 数年間続いており今
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利尻町立博物館年報第7集内閣

1 地域

III 地名と地形並びに罰象

久連の地名の自白来ははっきりしていないが大久連のホマ場所の絶壁状の 20 米程白漸畠の頗斜地か

ら絶えず土石が崩れ落ちている事から白熱に地名と用いられ定着したようである。

利尻町内的にはや、中間的位置に当り、仙峰志地区内名部躍にはない地形で、隣接する蘭泊に類

叫しており、東隣りの長浜部落よりも顕著である。

公には、大正 6 年より現在の久理部落が長浜より分離独した部落になったものである。それ以前

はンサンベ y と呼ばれ、畏浜、久連両部落を指していた。描に久連と言うのは、 「大久遠 J をさし

ていたが後に公称となった。

気象状況は、気温、風向等は町内殆ど変わらないが、地形と地埴の方角治〈、特に冬期聞は温躍な

る好条件となっている。

地jf§ は東端は平地と， j、丘になって、学校所在周辺は丘陵と傾斜地でその函冊が学校の択となって、

西側堤迫あたりから!日村昇までを大久連と宮われた所である。

まず、穴聞で岩石群が約 20 米の長さに亘る景勝の地である穴聞から l日村界までは、海浜より映い

所で 5 、 6 米、広い所で 10 米程で陸地が拝風状の断塵になっていて、 4 つの沢がある。

西倒塩が地先になうていて、 「亜の崎 J 続いて、 f幸勤の澗 J その陸地が f季助白沢 J で穴品加

盟問である。

次は「桶谷の択 J で続いて、 「掴由沢 J で"'マ場所の東側にある。また西冊に「北辻の沢 J もあっ

て穴聞と茜沢には民家があったカ司 E在はない。穴閣の西隣の換は「平自の澗 j で他は久連全体石浜

で、陸と浜も漁民にとっては条件は悪い。樹木は全くなく、菅の在世により植林も行われたが成功

しなかった。

121 移住

開拓移庄の最初年代は明治詑年と推定される。その根拠として改の事があげられる。

①久連小学校拍車史の中の進歩会結成田記事からである。これ低金員 18 名を以て明治 25 年に教

育所開設を目的とした。

② 旧仙法志村行政葺料中には、明治 21 年申 9 戸から、岡白年の 70 戸田 8人、岡田年の 81 戸剖 S人

白紀輔が残っている。明治 21 全容には久速には居住者がなかった。

③ 昭和 36 年の利尻町教育研究会社会料部会の研究調査資料によると、久連地区の居住年数中で、

81 年以上が 1% 、 71 年以上田年が 15% になっている。

④ 現居住田大山氏は先代善太郎が桶谷氏を頼って、明治 23 年に当地に石川県より来住した伝え

いる。

当時としては居住者の実態偲握の困般があったことも考えられる。
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移住者の来島田ルートは鷲泊→沓昨→現産地、即ち大久遣と学校周辺白居住者である。鬼脇→メ

ヌゾヨロ→掴崎→現在地、即ち久連の東部間集落で 2 つの釆佳経路に別れている。

先祖の出身県男IJにみると、秋田20%、費森10%、鳥取、福井の 8%&至 9%、石川 7%、新調、

山形の 4%、岩手 2%、他、千葉、表木、霊蝿、富山、広島の約 1%程度で宮城 3%であって、富

山町'pくない事に目がつく。

閣時から現在地への再移桂は明治団年代後半から40年代で、来開地の有望な場としての事である。

明治31年 6 月 16日山火による山林鴫失 L、時料としての樹木に目を付けた事も移住の原因にあげら

れている。

大正釆から昭和10年代にかけて久連からの転出者は徳太に誼った人が多く、道内本州は少なくな

い。戦植の転出者、稚内、札幌方面で昔時に住居を移した人も多い。何れも原思は挽不掘によるも

ので、典型的な過陣地である。

{お 1 年の暮し

開拓移住して来た人々は皆漁師ではなか勺たが、全員が何らカ叩形で蹄漁場で働~ \t::.。

①春、 (4 月より 6 月〉

久連にはこか所の蝉漁場があった。即ち王手回漁場と加藤漁場であるが、住民の殆どが漁師であっ

てもなくても、手間取り漁師として働き生計を立てていたのである。

その合い問を見てはホマ拾い、カズノコ拍いをし、ホマは肥料の柏か\自給自足白畑作物の自

家把料とした。

②夏 (6 月より 9 月)

蝉作業の特らない中に、手間取り漁民は細作業に取りかかる、ジャガイモ、カボチャ、キャベ

ツ、草類等の種目専が始まる。

それは 6 月白お祭り前に終わる、蹄製品の仕事も一段落した挫でお祭りとなる。その後、女由

人は畠の手入れ、罫の人は陣煽の後仕来や見布取りの準備に躍りかかる。他の漁師でない男の人

連は各々自分の生曜に戻る。海が時化ると毘布拾いもした。

7 月中頃か20日から昆布の揺取期に入り、昼夜昆布取りに身むが集中する。女の人逮は 7 月の

「土用」中に椴を見ては畑作物の手入れや「大根蒔き J する。

昆布取りは 9 月 1 杯続き、これが終ると畑作物の取り入れ作業でまた忙しくなる。

ウニは見布の曹虫と雪われて昭和田年まで設も III らなかったいとっても自分途食用か土産に

する程度であった。

③秋 (9 月より 10月)

畑物の取り入れと、昆布の製品作業や出荷作業が始まってその成果に心をときめかせる。そし

て冬越しの食料準備が完了する。また、天草取りもしたようだが久連は余り、取らなか勺たよう

である。

④冬 01月より 3月〉
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この時季は FアワビJ 取りが始まるのだが、久連ではこ白話が余りなL 、。

久連の半数近い人々は本来から漁師ではなく、 f木虫J r大工J r石厘J などさまざまで、冬

期間中は余る程あった山林の伐り出し作業に当たったという。現在野療になっている自は明治の移

住の時より大正年代にかけて、乱伐して、礼文に売る程も伐り出した為だと言われている。

しかしまた、冬期間中は手間取り漁師遣は、またくる春、臨漁白準備も余りなく、賭博的な遊び

をして過したと雷つ。

住居する家置は全く粗末なもので、石匡根柾屋で窓はー置で冬は雷が入り、唖かいのは身体の前

だけで後は何時もスースー寒く、昼食はジャガイモの塩煮と陣漬けであった。殆どが普通の事であっ_.
~。

冬の間地走は何よりも『火 J だと最近まで言われていた。

1，俸の暮しのあらましは以上で、間違っている部分があってもそれ程の大畳はない。

昭和に入って

大正13年になって電町がつきランプ生活に別れを告げたが明るさは、ランプとそれ曜笹らず、ま

た、電灯をつけられない家庭もあった。

沼和 3 年になって初めてJぐスが走ったが、 5 ・ 6 入、不定時、停留所なしでなおも、用足しは草

も冬も徒歩だけで、殆ど宮野まで半日がかりで、a常生活をした。車白海の置の時は睡舶も匝った。

従って殆どが男の人速が外に出て歩くのが当鼎であった.

戦雄、昭和町年になって、現在白宗谷パスが運行されて、久連にはこか所のパス停が設けられて

堕刺となり、同10月は今までなかった電話が共同であったが盟置されて、祝賀会を久逮小学校で開

いた。それ程掴しい出来事であったのである。同じく 51年に自動化されて殆ど金戸に電話が普及 し、

生活を藍えた。

タクンーが走るように伝ったのが河じ38年、電灯も明るくはり、テレビや電気器具も龍行し、 35

年噴からの小揖槙水道の普及から、町有水道が全戸に布設されて、 「水晶みJ から解放された。

ランプのホヤみがき、ジャガイモ由度むき、水世は、子供遣の日常定められていた日韓であ勺た

時代は過ぎたのである。

水位みしても、弁戸が 5 か所よりなく、 i か所白井戸から20軒前桂の家庭白水を賄なっていた。

一方車産物手段も大きく変化し、 fウニJ r昆布J の聾殖産業となったが、久速の漁民はウニの

みであるがその昨響を受けてる。

出穂ぎはどこも閉じで久遠も例外でなく、冬嗣間目的学年間父親のいない家庭生活が続いて叩数

年になる。

..の普及もまた、音形、仙法志白各市街から離れている久週の住民の生活を変えている@
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(41 道路 (空通)

久連地区内には 2 か所の危険な道路状態があった。穴間とホマ塙である。

穴聞は岩石群で 5 、 6 米の高さのもので的20米の畏さで、直ちに醇風状断崖であった為に適宜に

は函難を極め、明治の開村時よりの県策であった。一応は明治34年、明治42年道路改良工事が行わ

れたがその危暁性は変わらなかった。

ホマ唱においては海浜より直ちに20米以上田断鐙棋の地形で、しかも土石が絶えず崩落さる為に危

歯で、手'1m山畳山迫田市政羽らず子知らずj の状態であった。何れの箇所も現在のようになったの

は昭和47年出後の事である。

従って久迎の住民は捷歩か、また夏期の聞の時の舶で昔時に出て用件を足した。仙桂志へは行政

上、経済上の桂樹、出組への公の燭件のみで、昭和27年まで観いた.

島内陸上では、パスの直行、ハイヤーの営業、乗用車の普及によ勺て交通は近代北された。それ

もまた、道路の世良工事、昭和田年以降舗装工事が進み、道々、町通の殆どが舗装道路となり、冬

期間の陣雷体制も整って、久連の不恒さも解消されて自由に住来が可能になった.

海上航路、明治18年の内舶運航の開始、明治36年の'I輔の藤山汽船の寄港による回漕店の創設、

昭和 II年の稚内からの三角航路町実現、昭和四年の社棉仙撞志駅の開設、昭和45匁のフェリーの就

航等の何れも、久連住民に於いては、今も昔も、それ程の置宜ははく、音形或は量泊の畠堪まで出

なくてはならない。エアータクソーに於いても同織である。

(自治安及び医檀

泊費に世ては仙桧志警察官駐在所田所管下の元にあり現在も蛮っていない。しかし、大正 I 2年

から大正M年まで、{山台出身で辻本弥一郎という巡査官が、久連590番地、即久連小学控近くに据

出所がおかれている。謂願による派出所のようである。地織の住民とよく空流のあった書軍官とし

て知られている。

医揮においては移住町初めよ旬、音?阜市街町病院医師に依って診疲が行われていた.大正to年 3

月より、間人開業医として、現自拍会賠の位置に会曲を借用して、西村捕、斉藤翼則、木健泰融、

岡泰亮の居師が常住し久迎住民の器療に当勺ている。期間は昭和 5 集までの約10年間で、木躍両正

は親子で仙法志にも開策していた。

しかし、その前後も苦陪の在住する医師による器躍が曲法王!;t§;移1irr、それ以前の村医によるより

も依存度が多かった。

2 産輩

III 漁業

久通部落は全体の95珂這が漁聾を宮み、漁業自歴史そのものが開拓の歴史である。どの部落も当

初は聾建闇定置漁場への手間取り漁夫であ勺た. -)f ill漁夫30人前後町人り稼吉治夫の他に地元町

漁夫により労働力が供蛤されたものである。

- 13-
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即ち、入り稼ぎ漁夫は沖に出漁し、韓漁業に翼陣に就労し、手間取り漁夫は、沖から浜まで運開、

蝉の加工そ自他に損わったもので、これが撚難者全体 90 児以上の人理である。期間は毎年 4 月より

6 月までの 3 か月間で賞金労働者であった。

特にこの部落は定置亜細業者への依存度の高い所であ勺た。値かに自営蓋網漁業者は 5 、 6 軒程

度であり本当司令細漁民といってよ L 、。

特に昆布r，取りは殆どの漁業者が漁をしていたが、天草など y 揖々取する程置であったよつである。

明治 20 年代初めに村界近くに高木監松丘町漁場があり、後に穴間近くに田年頃に加藤主主助正の開

拓した挽喝と、明治 31 年に鬼脇から来て漁場を開いた平田豊作正が 8うって、この 3 者の蹄漁場で樟

~，生活をしていたようである。

後に高木氏は明治 40 年頃に久速の揖場を廃止し揖離したが、平沼民はその佐久連内だけでも 4 か

館経営し、加輔氏自両滋場町手間取り換夫であった。

手間取りと雷っても、帳場(会計)丘団り(監督)蝉かつぎ、輔つぶし、障さき、飯場、明治か

ら大正にかけては蹄柏主体であったから、革質き、拍子、等等様々であったし、生活をして行く為

の経済力は殆ど漁場主が握っていた。

開オロンから切りよげまでは、実に多くの種類の仕事や製造工躍があって現在では想像できな L 、

盟酎撞者はむかった。昭和四年以後蝉郡来が皆無になって昆布の生産に重点がおかれ、それ以後、

ウニ白噌聾殖に重点がおかれている。

間35 年頃より、蹄漁に変って蛇掬も盛んになったが、般車していたー業者も昨年昔輩を中止し、

他自総漁船に歩方として就芳している人が若干いる程度である。

スケソ鱈漁業も一時 1 月より 3 月まで行われたが iii 融で長続きせず、 Z 、 3 の着難者がいたが間

もなく揖撲を止めた。

世ぅて現在の漁業者は、昆布とウニ漁壊に世移し、他自期間は土木建築間保の賃金韓ぎをしてい

る。 rアワビ j 漁がなく、 『ワカメ J 天草は聞品師値がなくなり生産されていない。

12) 腫擢とその他の産業

自桔自足を自的とした、野菜栽培が開拓移住当時から行われていた。ジャガイモ、大根、キャベ

ツ、豆類、カボチャ、人書など殆どの野菜作物ができ、ジャガイモの生産量が多く、冬期間の昼食

の主食とした。一戸平均にして rカマス JB 俵前桂の収種があった。 "'I 尻白米とも言われ、カボチャ

と合わせ盤聾な歯科品であった。

これは戦前戦後を通じ、昭和 40 年頃まで続けられたカにそれ以後現出掛ど畑作物はなされてし、

ない。 また、明治後半から大正にかけての不漁時代には副揖が奨励されて、当仙法志村では、 20

数戸由主菱重業者がいたがあくまで副業で、久連でもし 2 戸者難していたが成功し江か勺た。

畜躍に世ては、戦挫の食料難時代、鵠学、躍、輔の儒育が進められ、どこの家庭でも、これらの

軍事が阿頭か闘われていたが昭和田、 6年には皆無と江った。

轟休も豊富であったが乱伐とその塩害によって野原にな勺てしまい、大正年代植林を盛んに実施

14
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したが宵たなかった。

証度の国造業者が旧仙法志村に 5人程いたが、これは明治後半から大正w年頃まで、置拍間住来

していた、沢山久太郎、桂に岡島春正、松下米造民いたがその撞跡絶えた。鞍時中に小学位では世

争也力体制で児童と共に一時的に製造したことがあ勺た程度である.

その他の産業はこ町地にははか勺た.

131 商業

大正 5年当時大久速では、 rそばやJ 安藤車産、 (村界より 4 戸目〉、斉藤正、 r呉服屋j 荒甚

光太郎丘が富業し、その隣自現在大択のl'祖の「豆腐屋J 浜本岩吉民の桂の益田直平民の『荒物峨

貨店」があ今て益田商店は現在も続いている。

それからやや離れた浜側に、 f荒物雑貨店J で仲買商も Lていた、原崎竹二郎丘、現在の本町原

崎の先祖や、その向い由貿置久保田広吉氏があり、証土工場に関保していた向農春正、松下光造両

者があり、書種商人 5 軒があうた。

学校周辺では、 f文房具店』叩三安官皇太郎正後の山本与太田商店が学世の向い、また西車道中間

に、 f雑貨店』町中川寅吉があった.更に学位周辺には候恒星もあうたようであり、小里勘厳正低

水産物仲買商を Lていた.

そ叩後、原画商店は東京へ、そしてまもはく本町〈マオヤニ}へ、岡島、松下両氏は置拍へ、安

語、荒谷民も大正末期に店を閉じ、大沢正む康章L、戟龍一時再開したがまもなく阻止めた.久保

由貿店むその後間もなく閉店している.

上国務拾民は載中世後に維賀商を富んだが十敢年間で店を閉じ、音形に移札機Mill.業壱開始し、

現在で久連全体中、唯一か所家裁を続けている店は益田氏だけである.

中川宮古氏の子、幹一郎は職後店を閉じ、陣理閉経宮に乗り出し廃業した。近くの大山甚怯民は

漁業協同組合踊売却の委託活として、現在雑貨品を取揖勺ている。更に大正叩年頃に同年も開業し

ていなか勺たと言われているが、山中理竪店もあった。山中忠治氏である。

大工、石工もいたが、返事門的に年間器業していたのではなく、多〈漁師と問じような仕事を臼常

続けてた.聾澗 墓碑作りであ勺たょっだ。また、旅人宿のようなものを開業した人もおったよう

であるが、何れも大正10年頃四夢であ勺た.

3 行政組経

1II呼悼の藍更と部落組櫨

現在の俸高、 『久週J は、旧仙法志村関村田明治 3 5年当時は、仙法志村字yサンペア、 {第 6

部)と公称されていた.しかし、実障には開村以前より、玖泡干しまたは、 fクヅレj と書き呼称

されていたのら事重である.それほどの地織を指していたかと冒うと、旧久通レト学技由西恒より穴

聞から、旧宮形村ラノドマリ、即ち村昇の橋までの約1. 5粁の範囲内を蓋し、更に久遣は現在の大

久連を中むとして呼んでいたものである.

ー 15
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従って、現在の長浜と久過をシサンベ人 (至山 ~r J)として行政上の組措内におかれていたので

ある。それカ澗村以来、人口の増加と永住者の増加と相まって、広範麗に亘るンサンベツは行政上

ばかりでなく、他の事情から不揮となり、支障が生じてきた為に、大正 5年に 12 月に長浜と久週に

分割して、第 7割目を新しく世け久連としたものである。

その時に昔段、地壇住民がンサンベ、ソと呼ばれていた、|日久連小学校の周辺一帯を久通に編入し

組植したのが現在の部落久連にはって今日に至っている。

村政質料の中に次の記母が残っている。

揖察第 7 号

部長盟刻中政区の件

本村部長規則中、名師、区壇ヲ左記ノ通リ改正ス

名称

第 8部拙法志村シサンベツノ内長浜

第 7 部 H ノ内久連

大正 5 年12月 12日揖出

"年12月 日議決

仙治志村長赤岡滑吉

また、仙法志ネ桁O年史考には、第 6 部長平図量作、大正 6 年には第 6 部長服部安太郎、第 7 部長

平田豊作、 「分離したj とある。

更に、 l日久適小学校間辺一僚がンユサンベツ内にある事実として、世由村改質料がある。

議案第 3号

土地情慣付与出願ノ件

利尻郡仙法王~11字ンユサンベッ

久連枝

1 未開地 8町式反歩内訳敷地 1 町 2&歩

樹艶地5 町歩

実習地2 町歩

(生徒 3 百人の予定)

右吉林解除ノ上ハ教育費基窓財産トンテ無

償付与出願スルモノトス

大iE 5年 8 月 21 B提出

仙法志村長赤岡清吉

従って、行政組織上からは、大正 5 年まではンユサンベ Y内にあって、前記平田民軍 6 部長、以

後第 7 部長に変って昭和 3 年から第 7 区長と時綜が変り、昭和 14年までの日年間続いてその唖務に

あった事になる。

昭和15年より部落会長名に霊更され、佐藤弥五郎氏が就任、 (昭和22年より自治会〉

16-
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昭和 17年より昭和田年正座正吉正

昭和22年より一期 2年間益回岸太氏

昭和"年の 1 年間 (代理〉庁瀬綴氏

昭和25年の 1 年間槍山仁三郎氏

昭和田年より一期 2年間久保田広市氏

昭和28年より一期 2年間藤田長利氏

昭和田年より一期 2年間古甚円E郎正

昭和四年より 期 2匁間岡田善次郎正

昭和34年より三期 6年間久保田広市民

昭和40年より八期 16年間藤田長利氏

昭和国年同月より 61年の 5年間岡田一雄氏

その後現在 川原理氏

明治の開村時より平田氏死亡し改選されまでは、全面的にその権限は向丘が掌握していたし、ま

た焔犠住民の信望も障かった。地元'"夫を合せると数百人町漁場白星たる貫揖を示していた。

また、同地区内の蹄漁場を経営する、加藤幸助氏、更に、明治40年頃居住していた剣士でもあっ

た蹄瞳嗣業者の高木常松、地揖開拓に勲意を示した山上平七の氏名等に依って事実上明治より大正、

そして昭和に入るまでの問、運営されたと言ってもよい程であった。

平田、加厳司両民は、村議、学務員でもあ勺て、この両者に久速の行政が書ねられていたもので

ある。

郎落内町行政組輔が般も緊密化し、戦時体制の強化による施策として、完全制度化されたのカ噌百

和叩年代より戦後時至る昭幸田0年までの事である。

昭和 17年の久連部落の組織をみてみると、

昭和17盗事 12月 318選任

久連部落全長

総務部長兼教化部長

産業経済部長

警防部長

衛生部長兼森林紡火部長

統桂家公部長

経理部長

隣保班

第 l 班長中島宝作

第 2 1/ 1/ 中川弥一郎

第 3 "If 山崎初太郎

第 4 N " 阿部善太郎

正座正吉

大山甚松

中川肱一郎

岡田書店郎

北辻与惣松

鎗山仁三郎

門田糞ー

一 17 ←
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第 5 /I 1/ 岡田善次郎

第 6 tI /I 益田岸太

この頃は毎年のように組織変更の実施されている事も配しておきたい。即 L、昭和 18 年12 月 31 日

選任をみると、

部落会長正直正吉

総萌部長よ田柑拍

教化部長 山崎時二郎

納棋会計部長 門田市車

産制 E済部長 大山甚桂

警防部長 吉甚円五郎

健民部長 問回答次郎

森林紡火部長 北辻与盟怯

社会部並に読後奉公部長 小玉源一郎

婦人部長 佐藤リエ

第 i 隣保班長古谷円五郎

第 2 1/ /I 小平正車

第 3 /I II 俗山仁三郎

第 4 /I II 阿部普太郎

第 5 /I tI 山上時二郎

第 6 II /I 加島政蔵

このように、新しく、納税、世民、社会、掃人の色部をl2'けている。

特に、青年国分団長、神社垂員、漁組投員等が部落会内にあって、国家統の完全はる運行する

為に普通では考えられない統制国家制度上から来る例外的なものである。

また、簡避ではあるが郡高内の村会謹員の昨響力が大きかったのである。

昭和初年当初 Jにおげる久連部落の歳出予算を毘ると肢のようになっている G

1 官官会費 195円

1 会議賀 町円班畏並に世員会謹賀

2 会場買 JO円会陣地代金

3 需要費 1叩円 木関 4 俵28円、石炭10円、会館修理費

2 事務提 '37門雑費筆豊、電気料

l 手当 60円会長田円、担TIO円

2 匝丁給料 3曲円年俸桔料

3 需要費 57円〈判l続不明)

3 事業費 210円

l 教化費 回円餓耳I) (応招兵〉

~ 18 ~
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購入費並に人夫負担

木関及世員待遇費

春秋衛生検査費出円、韓民大会お円

造林夫賃金他

35円

75円

50円

20円

Z 産業費

3 笹防置

4 衛生費

5 森林開火費

6 紡火市内喧IT

4 締盟会負担金 820円

l 証後奉公金 田円仙桂i5i流後奉公会賞担金

t 保輯会 曲円久連盟民学校保壇会員担金

a管室手学校 仙法$脊年学校

4 笹橿会 開円稚内監担陣後盟会

5 帯防後握会費 120円仙桂志警防後橿

6. II;子負担金仙法志神社負担金

7 賠会団桂置費 20円 その他の語会図

a 監視哨換期交代費 100円 陣漁期交代負担金

5 講習会費 10円

i 雑費 10円講習会補助その他

6 韓支出 20円

7 積立金 田円

8 予備金 50円

合計 1， 6田河

現在の当部落内組織をあげて掲げてみると、

会長川原理

副会長喜多 発

会計曹記 ρ "

会計監査 " "

第 1 班長加藤政市

第 2班長大山光明

第 3班長小屋ヨン干

第 4 班長桂藤春吉

第 5班長オ村政男

第 6班長北村重松

19



利尻町立博物館年報第7集 1988

(2) 部落内公職者

部落内住民自意向意見が村政並町政上にどのように反転し、実施されるかはまた、部落内から出

ている村並に町の行政白性職員、また漁業協同組合役職員の酷響力が大きかった。

久連出身村会並町会講員

平田豊作氏「耕 f時より明治団年

加藤幸助民間村時より明治団年

平田豊作民明治町年より拍年

平田量作民間四年より 44 年這

加藤幸助氏上に同じ

加藤孝助氏岡崎年より大正 2年迄

平掴豊作民同 3年より昭和 8 年迄

加藤幸助氏同 3年より大正 14 年迄

原崎作次郎氏昭和 3年より同 6年輩

小屋勘蔵丘昭和 7年より同 10 年迄

正直正吉正昭和 12 年 5 月より昭和 21 年迄

平田豊作正昭和 13 年-14 年 9 月這

上回隅市民間 15 年より 21 年塩

昭和 22 年 4 月 30 目、地方自拍法執行による定員 16 名の直接選挙により、

中川弥一郎 25 年迄の l 期と 30 年より 32 年這

益田岸太 22 年より 1 期間、 4 年間

山上時二郎向甜年 5 月まで 4 期間

北村重雄同 41 年より 2 期間 8 年湖

周囲 雄同 61 年より現在

仙法 it; 間関組としては、

組頭山爆国太郎昭和 7年より同年迄

昭和国年毘庄児童書員法施行による委員

上田精油昭和 25 年塩田 i 嗣 3 年間

楢山仁三郎右年より岡 31 年志の 2 期

山上ハギノ 昭和 26 年這の i 期間

中川弥一郎昭和田年より同 43 年迄

門田真一昭和 44 年より 3 期間

韮困久子昭和 53 年より現在

また、昭和 23 年腹業聾員会法施行による腫業垂員は、

中川 8伝一郎昭和 27 年嵩の 1 期間

大山甚松右年より現在

20-



年次
仙法志村 沓 形 村 鴛 is き f 鬼 脇 キサ

戸数 人ロ 戸数 人口 戸数 人口 戸数 人口

明治 21'< 9 126 日 349 186 I.141 初2 I.113

24 70 258 104 779 258 2.285 初5 I.579

25 81 345

工踊浄真玖橡礼J!I土詑

山上時二郎右年より 1 期間

更に消防委員会桂による要員には、

中III 祢郎昭和却年より 1 期間

.公平署員会法に委員

山崎時二郎昭和 44 年より i 期間

ー選挙官理署員会法による要員また墨画長

久保田広市昭和 43年より 3 蝦

久保国広市昭和田年より 11明 4 年間

仙法志漁業協同組合、水産組合役員

同組組合平田豊作当初よりの明冶 44 年より昭和 14 年 9 月まで理事、組合長を務める。また、

大正 2年尭足由水産組合の理事並に組合長を歴任している。

右に閉じく、評議委員並に理事役員として、大正 13年まで、加蔵室長助との両氏がいた。

戦後の同組合由理事としては

正座正吉、犬山甚絵、北支士一郎、岡田一雄、川原理(現在〉の各民らで、草間金吾氏が監査を務

めた事がある。

その他現在の各団体役員は""のようである。

仙法志体育協会副会長調国一雄

N水動救済企組長 木村忠男

"森林組合組合長 蕗田武利

他に体協普通世員に、根上春男、木村忠男、須藤幹男の諸民があり、水曜救首会看守には錨山志

年氏である。

仙法定、神社輯代には喜多金助氏、また、納税貯蓄組合組合長は調藤服 、木村正男である。

131 人口の変化

当部落の人口動曹をみると、常に l日仙詰志村総人口散の約 15% 前後、 (寄留、本籍人を含む}で

経過している。

最初の居住年代は明治犯年以

桂と考えられる。それは各置料

をみるに明治 21 年四旧仙注意村

の輯人口数は島内各村に比験し

て最も砕くなく、九戸 126 人で 褒1 明治初年前半における利尻島戸数調べ

久連部落地壊の居住者はまだなかったようである。

明治 2 4 年になうて旧仙法志村の戸数人口が 70 戸2日人とな勺てし、る。また、当部落へ来住者は

!日置泊村、苦形村経由した者が多〈、移動もまた激しく、戸畏世場所在地までの距離も遠く、道路

のない状態であった事を考え合せると、その実態の把握の困難を極めたものと言える。
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年次
{山法志村 久連地区

戸数 人口 戸数 人口

大正 5年 670 110

10 630 103

昭和 10 年 494 3 田5 69 436
13 493 3, 118 63 421

19 444 2 的8 56 354

25 526 3, 523 65 458

30 526 3.492 ω 428

35 目。 3 田5 ω 464

40

46 446 I.618 56 234

56 403 1.222 43 115
白河 叩 1 似a 39 112

4 部落内団体組織

III 青年会

一昔内的にも!日仙法志村内脅年団体組離が比較的早かっ 褒2 仙法志地区戸口推移

た。中でも、ベウタンケウン(神噛)は、抽法志第五共成品組組されたのが明拍38年12月 88 で、

曲法志中最初田青年金の発Eを見ている。各部落の脅年会組織は明治42年から大正元年来由聞に尭

足している。

久連青年金は明治42年 10月 8 自由尭足となっており、大久i奥地場内の青年会組職であったが、大

正元年12月に至り、ンサンベ y 円、 (畏浜、久連)の青年金組織となり、大正固と呼称し、それ

まであった久連背年金は支部とした。

桂大正 5年に至り、ソサンベツは長浜と久適との二部に分割独立した事に依って、大正 5年に至

り、普年金も分離独立したが 部はそのまま大正団内の組暗中にあった。

それは、地棋的状況から消防防火の必要性を感じ、厚賊団なる青年消防団を結成したのである。

団員描名を以勺て消防器具を購入準備し、聞旗も作り士気掛々たるものがあゥた。所謂私設消防団

の編成であった。

久保田広市氏、 〈昭平田2年 l 月作成)記揖によると控員は次のようになっている。

庫酷回世員

団 長 韓国市太郎

副団長 大沢寅吉、線上茂吉

理事幹事 不 明

会 計 久保田広吉

機械器具菅理者III井善吉

団体旗手 竹中和ハ郎

名目上、大正田に包括された 匝体であり大正団団長は、平田金二氏であった。

団員は次のようになっている。

吉田憧葉、松井市組、大石又五郎、荒谷光太郎、荒谷久泊、大沢寅吉、加島仙市、

益田岸太、師国市太郎、上回続出、線上茂吉、久保田広昔、木村福太郎、 III弁書吉、

今は調査し判明分のみ由人口の変化について記述する。

大正 5 年 1 2 月来行政組描上、シユサンベ yが、第 6 部、

第 7 部分割されて、長浜、久通とな勺たが、これ以来i日抽

法志村 7部落中大正 5年から大正 1 0年に亘って久速は戸

口人口は〈マオヤニを陣o 最も多かったが、蹄漁の好不

況により、一村全体も同闘であるが当部落の居住者の転出

移動が激しく、現在では人口に於てかつての 4 分の l 以下

に現在措'!>し過酷化が続いている。
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北辻与惣松、村上直次郎、松下米造、岡島春正、竹石

堀 敬吾、竹中和八郎、越前峯吉、三上自造、高事

小杉喜代拍、斉藤滑三郎、木村政吉、木村千代拍、鍋谷

森図丑之助、鎌悶金大郎、鍋谷北部。(以上沼名)

大正 5 年正月白新年会で老人組は神社を、若手植は消紡隠をつくろうと申し合せをしたのだった。

神社白方は其の全部が地元で調達出来たので容易に完減を見たのであったが、消防留の方は、 f器

具、揖械、置場建物」を除いた全部を、当時の経済圏だ勺たd吋穂市へたよることとなる為、 件

件の連絡でも仲々計取らず、随分と煩わしいことに挑戦した事にはった。

ここで、決意を新たに現在の久連大正包を解散し、久連理誠聞と改め、年令も今Zの 4 0 才位迄

とはっきりしなかったものを出才這に限定し、世員をE文選し、車蝦団旗を作ることとし、車に新し

く出発した由であ勺た。貴金は久連部落、長浜部落の一郎、蘭泊部落の一部より寄付を仰ぎ、其白

輔は大凡 1 '千円と居、われる。

調達品自は民自如し

団旗 1 踊

三号消防ポンプ

マトイ

工騨浄真玖樟礼郷土It

掛子

帽子

長判天

真田帯

長柄鳶

高曜提灯

小提灯

ラッ，ぞ

運吉、山上石造、堀 豊太、

金助、根上茂作、木村島置、

漁吉、戸田亀吉、岡田普次郎、

式
本
キ

東京岡崎厘剛筒製所

布入魁

泊
四
団
ほ

文字入れ

12

揖械器具倉腹 l 棟

(中略)

次回見積書に依り契約したのであった。

三号ポノプ i 式 5凹円

布入割マトイ 1 I徒 23円

金品目白到着がはかばかしくな〈、<f-:...-プ等の一部は、盟大正 6年に江ったものである。

6 月には金品目がj昔、、、機輔の放水運転を済ませ、神社前で器具を中心に圭医員正華、 〈帽子、

長判夫、奥田帯、地下足謹〉して紀生揮~L、草に厚紘団による私設の消防組が発足したのであっ

た。

(以上 r久保田氏Ie揖j による〉

庫融団のこの年の経常予算は、 3 方 9 千円積立金拾を万円を有し、宗苔菅内的にも最大の貴金を
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持って運営さ払当時盛んに行われていた貧慌にも精励し、学校行事、部落内諸行事に積極的に協

力体制を整備し、部落内に世て大きな力を尭得したのである。

時代は変って昭和年代に入って軍事色が濃厚となり、昭和 9 年11 月、仙法志青年団久連(第七部

分団)分間に改組され、会長も変って山崎時二郎氏となり、分団長名となり、村政にも書加してい

る。戦時中には戦争へ由出兵で弱体化したが、戦後会く新しい脅年会の再スタートになった。

なお、庫融団は、消防活動に重点をおき、仙法宕消防組が訟けられたが、これには書加せずに、

独自の活動を続けたようである。

新情年会の新提定

昭和 20 年 8 丹終戦となって、自由な活動の元に自主的各部落毎に膏年会が結成されたのである。

即ち昭和 21 年 2 月 4 目、男 35 名、女 13 名計 48 名白会員を以て、 「久遠青年協和会 j がつくられた。

会長に山上富栄が就任、各部落青年会も華々しく青年らしい活動を行った。腎年会館も理設し在学

を実施した.

なお、これまでの脅年団は男女別々に組描されていたが一つになったものである。学校行事、最

奥(脅年樽御輿)相揖、世民運動会、各村青年競技会、剣道大会など以前からの活動であるが、部

落揖芸大会、村内合岡田描芸会、弁論大会等新しい自由な活動が展開された。野球に於ても無論で

ある。

そして、こ申管年金内に民生倶楽部が尭足した。その内容、活動は不明である。

しかし、昭和田年後陣漁据わず、改第に青年は都市に流出して過酷イヒが進み、間和 42 年頃までは

なんとか棺持出来たが全員措少箸しく、白熱消描し有名無実化してしまった。これは I 人久速のみ

ならず、漁村地帯は全審 Z同様であった。

女子青年に世ては、昭和 3 年 1 月 15 日仙法志女子脅年団が創立されており、これより以前に担女

会と跡する女子青年四組織白あったことは仙桂志小学校拍革史に Ie 障されている。しかし、その発

足の年月日不明である。久直には当熱支部かまたは独立した組織があ勺たと考えられる。それは、

問和 13 年 2月 6 日に f女子青年団総会開瞳、組織~更ヲナセリ」と、久連小沿革史に記埠されてい

る。

また、同沿革史の E酔日 18 年 8 月 20 日と伺じく 9 月 2 臼配揖に、 f女子青年団体練指導、証剣術情

導、塁審査殿築設動労奉仕 J と紀されている。

従って、他に特記するような活動はなく、行事事業へ補助的活動が陳き、終戦となっている。

(21 少年団

どのような趣旨内容で組織されたかは、現時点でそれを知る資料がなく不明である。

仙法制、学校沿 Z岐に大正 5年 8 月 2 3 日に、 「仙法志少年団完全式 J とあ勺て、少年組織の記

揖としてはこれが最初である。

次には大正 14 年10 月 308 と、 'Slo16 年 4 月 29 日白 f仙法志少年団発団式及び入国式 Jの記事がある。

久連小学校泊革史には、昭和 16 年 4 月四日の Ie 揖は全く伺ーである。
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活動としては、時々競技会を翼施している。戦時中は軍事訓練を翼掘していた。

久i車!>年聞か咽和 16年に閉めて結成されたのは、久連小学校町高等科投置が昭和同年である事に

起因していると考えられる。別に児童の校内組織があった事を考えると地壇社会即ち部落内に於い

てどんな位置にあ勺たかヨ同月であるが、当初は仙法志少年聞に包吉され、後に独立したものである。

大正 5 年の発足当時は、 14才から20才までの年令で120名で、 r~、君霊園J r箇民道徳J r身体

の親臨J r読書奨励J を掲げて尭毘したも由である。

団長は村長とし、学校長、軍人分会長、官公吏、学校職員、 f園田等を指導者とした。

職後解散させられた.

131 婦人会

「大正 3 年 1 月 10臼、久連婦人会提会式並ニ第 1 回韓会ヲ開ク J (久連小学校拍革史〉

「こ申外に失速婦人会、処女会等あったが活動は J (仙法志村田年史考)

明治年代より、仙桂若村霊園蝿入金があり続いて昭和年代に入って倒防閑人会に移行し悶和 17年

には筒婦人会が強制的に統合された。

久連婦人舎はこの中にあって独自の揖人組織を持った事になるが、前蝿人会統合時に必然的に吸

収統合されたものと考えられる。

また、同開入金はど白ような活動をし、どんな飽旨の団体であうたのか、更には世員構成をして

いたかも不明である。

戦時中には各部落会組織町中に師人部をおき、戦争運行の一躍を担っていた事実もある。

何れにしても、国防婦人会としての活躍は名称の担く、出征兵士白書守を預り、戦前戦時中の読

後、即ち軍事的内の補助的活動を目的されていた事は間違いない.

特戦に依ってこれらは解散され、民主的で自由な揖人の組織化が進み、村内を一本化した晴人会

が生まれた.

そして40年以桂に組織替が行はわれ、意識の藍化と共に、久速に於いても指導者晴人の届が薄〈、

還に数年前に自鼎消躍した。

大正14俸の仙楼志村勢要には、革善団体として、仙法草壁国棉人会、会員盟5名で特終、通終、

特別、通計に分別され、昭和 2 年にはると全員が177名に描少している。

久週踊入金白活動の場所は久逮小学校であり、学位皇は閉会においても大き江存在意義をも勺て

いたように考えられる。

(41 その他の組織

111 一心会

第 7 代久連小学校長、三浦林吉氏は大正 2 年10 月 4 日より大 lE g 盗事 9 丹 1 B までの 7 年間務職し

た。その問地域社会に つの足跡を聾した人である。

一心会は三浦林吉氏の提唱に依り地壇住民生活安定の一助として、時尽講のよう互助精神に基づ
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〈経苗団体が作られた。

しかし、 ζれは余り畏続きし江かったよつである。大正 7 年 7 月 9 日に発会式を行っている。会

長は三浦林吉氏であった。

12} 諸国体

睦荊としてはこ白村に、一村組織である軍人分会、衛生組合、副業共励会等の世買が部落毎にお

かれ、消防問、水難救済企、体育協会、森林霊謹組合、遺族会、納雌組合の下郎組織役員がおかれ

た自が戦後の事である。

また、旧久連小学位周辺待の地犠は NHK テレビ難祖聴芭績にある為に、ここに住む畳信者遣

はJ共同アノテナ白設罷を要望して実現し、約 20 戸を以て、担昨 f共同アンテナ畳信組合 j を作り、

主に料金の撤収等仕事をしている。

131 久連自治会館

戦後新しく組職の久追脅年協和会は、郡高の協力を甫て会館を建設し、活動の場とした。臨漁の

皆無によ勺て人口融少し、昭和 40 年頃には会白自然消誠と共に、会館の運宮維持はク、連自治会に移

行し、昭和 58 年に 450 万円の予算を以で増改革をしている。

現在も部落の全て自活動の場として活用され、全ての選挙の役票所として利用されている。

5 教育

III 潔峻

担津礼小学校位置運動が異体化し、その活動に入っていた当時の教育俊樹白状況は、本村中央に

既に、仙法窓尋常小学校が明泊四年に開校され、瞬睦村の昔野村にすといても音形場常小学校が明治

26 年に開控していた。

また、直接に隣りする主流闘内にある蘭泊にも分校開設への動きが始まり、年々増加する人口の

地加と共に、子弟教育揖関の註置が担津礼部落に軒ては何物にも置先する重要課題となっていたの

である。

そしてまた、居住地壇の道路白危険性も考膚する事に依って大玖諮礼の地に校舎を理性する問題

に於ても衆論致していたようである。

更に、時の蘭泊部落に於ては、曹界 3尋常小学校関泊分校として、玖主主札小学校より早〈開校し、

久海礼部落より通学する児童もいた。蘭刷、学校に於いてよ都揖関の指導助言により、玖機礼郡高

を包吉した、一つの組合学校をとの動きもあったのである。

こ白ような状況の中で、担津礼殺の開設は幾渋を筏め、蘭泊小学校に一歩遅れるという桔裂となっ

たのである。

(21 開設への始動

判中校の開設までの由来変還を知るには二つの強制犠っている。
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工藤浄真玖捧礼緑土詑

1 つは、玖浮'~L辱庶小学腔沿革史がある.当初この記揖を執娠した人は、大正S年 9 月 1 目、久

i車小学校第七代校長三捕鉢倍氏、 〈大正 2年10月 48着任~大正9 年 9 月 i 臼離任〉である。

三浦民は、巻頭白「緒雷j にのべている. r余ノ本校ニ睡ヲ塁審ズルヤ消長重連ヲ知ラント欲スル

モ、完成セル記母ノ世スペキモノアラザリシカパ、沿革史ノ描纂ヲ企画シ大正四年八月ノ夏期休業

ニ於テ若手スルモ血何ニセムヘ創立以来年ヲ刻スルコト二十年ニ垂々タルノ今日諸Ie揖ハ殆ド散逸

yチ今ヤ想僅スベキモノ甚ダ少ナク只値ニ残存セル一部ノ詑揖ト担下古老及先住吉ノ低フルトコロ

トニヨリ、之ヲ綜合ンタルモノヲーノ間子二綴リタルニ過ギズJ とある@

また、孔連在住久保回広市民が、昭和61年12月に話した「寺子屋式教育所の盟睦J の担障の文頭

に、 f怯えられるところによる、今を遡ること的曲年、明治25年、当時音昨、仙桂志には既に小学

校が設罰されて、 J とあゥて、以上 2 つの記揖から考えるに、開設への動きは明治25年と考え

てよいが、葉動展開は明治26年以桂ではないだろうか。抽の待相についても大部分一致している。

(創造長会の桔成

同校年表第 1 頁、 『明治25朱J とし、次の2怪文には、 『同年中、古久連保帯住民共間ノ利益ヲ保

全スル目的を以テ、加盟幸助、高木繁松ノ両人率先γテ進:J陪ナル私睦ノ団体ヲ組櫨ン、会員措八

名アリ。偶々、一漁夫アリ、函館ヨリ来リ当地ニ子弟ノ教育ヲ托スベキ学校ノ投ケナキヲ以テ越年

セズンテ帰ル、加藤幸助、草ニ於テ当部落ニ学校ノ必要ナルコトヲ痛切ニ感ジ、教育所血キモノニ

テモ設置セント奔走γ、当村戸長鞭部正吉氏ニ究渉センニ道ニ経費支出ノ適ナキ理由ヲ以テ拒絶セ

ラル、車二世テ当部落~用リノ負担ニテ股盟ノ他ニ道ナキヲ知リ、加藤孝助、之ヲ進多会ニ商講ン、

問会ニ於テ寺子理的教宵ヲ設置スルコトニ協定セリ J

また、久保田広市民の紀障には、 「このことは児童にとって大変不幸なことであり、之を救いよ

げるは文見のっとめなり、と、いたく較曹の必要を感じた山上平七正は童文人の解け合いる両土と寄

り寄り協議をかさねた上、 f公費による分教所の股置』を目繍に行政に曲きかけ、その実現を期す

ることにした。

そしてこの摘願運動には有力者の率先指導こそ必項と考え、今で雷う、久連第六重圧の地にて蝉芸員業

定置を経宮し、地区住民経済に大きく貢献し、人絡高遁な老紳士、高木繁松民、 Eび学識経験豊か

にして部落内行政その他一般の指導者たる加融幸助氏の両足に愈向を缶えたるところ、快よく同意

され、その先連となりて努力することを約束されたのである.

鰐て両氏を始め散名の代表にて戸長性場に摘願を始めた町であったが予算なしと取り上げられ

ず、再三に亘る吏捗にも、 「校舎の盟語、教科書の購入、校異の聾傷、教員の配闇等多額の予算が

必要なため、とても不可能なり、と、早急な実現は困難と思われた。 J

このように山上平七民の慢言提唱進曹に依ってその体制組植は堕ったが、冊目より戸長との折渉

に於て、この問題は暗碍に乗り上げてしまったのである。
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(41 邑毘手作りの教育所

以桂、この問題にどう対処したかについては、白の記揖を引用したい。(久保田広市民記揖)

『だが子弟の教育は l 日も恕にすべからず、分教所の出来る記、地区住民費用を持って教育所は

つくれないだろうか、先の進歩的な同志遣が、このことについて鋭意検討をつつけたが、

ここに世て、 「児童教育を一時あきらめるか。 J r函躍なこと乍ら地域住民に働きかけ、協力を

得て教育所をつくるか。 J

眼路に立ったのであったが、先人連白教育に対す情熱はさすが見上げたもの、数然後者をとって、

地域有力者蛤め住民一般に対し、連日想願説得につとめた結果やっと賛成協力を得て、先づ舎 Eの

建設に着手することになった。

また、同校沿革史には、

明治 27 年

明治二十五年進歩会ノ協醜ニ基キ予算金七十円ヲ日テ教室ノ建築ニ着手セントンテ官綜ヨリ右用

材ヲ払下ゲ両年冬期ニ至り、進歩会会員一同之ガ伐出ヲナセリ。

明拍 28 年

前年進歩金二世テ教室ノ撞築周材既ニ準備セラレクルハ、建築ニ着手セントセゾニ前年ノ予算七

十円ニテヘ菱 l臆峻工ノ見込立タズ、百五十円ヲ聾スル予定トナリン故本年尤建築ヲ見合セタリ。

このように苦慮苦離が続き、実現までには尚容易ならざる悪戦苦闘が続いたのである.

更にこの困難は次のように続くのである。

同校沿革史には、

明治四年

前年ノ予定ニヨリ趣教室ノ建築ニ着手セントセンニ、予算更ニ前年ニ倍 ν、書百円ヲ要スル見込

ミトナレリ、是ニ世テ、加藤孝助、患イラ夕、斯ク年卜共ニ建築費ノ増加ヲ来タン、其ノ支出ノ造

ナキ理由ヲ以テ空シク歳月ヲ経過セパ道ニ設立ノ期ナカルベキヲ葺イ、断熱決スル所アリ、盟チ進

歩会ニ聾リ、此ノ年ヲ以テ建聾ニ諸手スルコトニー挟 γ、加藤、高木ノ両氏、当時本村総代タル出

村宜改郎ニ交渉ン、同人ヨリ右建築費ヲ借入 ν、九月工事ニ着工ン十月ニ至リテ落成セリ。

また、久幌国広市由紀揖には、 f前期山上氏始め進歩的閉ま直が先頭となり、官林より用材の払下

げを畳け、木挽、大工総がかりで製材し、一方建設地は久連町 2番の村有地を借りつけ、敷地を藍

地L、小規模乍ら住宅兼教室の一線を建設し、生活用具用品は近隣各戸より持ちより、当時離唖浪

人中なりし、藤井健氏を教師として迎え、教育 m陸曹を購入し、読み書き、計算を主とした教育が

始められたのであった。

所謂、寺子園式教育局長と言われ、 1比四地胎て教育白遭がひらかれたのであった。

このよつにして困難を克服しながら、住民一人一人の手作りの学校が建設されたのである。世間

の教員にしても一朝ーグに行かなかった、沿革史の記活に依るに、 f而ゾテ校舎厳ク瞳工セゾ卜錐

モ教員招牌教授周図書、器リ械の段備ナキヲ以テ、加藤、高木ノ両人協議ノ上、鞍部声長ニ交渉ンテ

教員俸桔ノ梼劫ヲ得ンコ卜ヲ章改廟センモ予算ナキノ故ヲ以テ拒絶セラル。 J
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また、 『当時本村ノ総代タル出村宜;;:郎ヲ介ソテ更ニ睦部戸甚ニ対ν、教員俸給ノ補助ヲ申ン込

ミ、月額金措円ヅツ支出ノ承諾ヲ得タリ。

是ニ世テ鬼脇村高木直ノ紹介ニヨリ、秋田県人、関東ナル教員招開ノ約成 'J 、俸桔以外ノ図省器

械ハ一切進歩会ニチ貴担支弁シ、漸ク開校スルヲ得タリ。

7 月!日

開校仙接志尋常小学校現議礼分校ト称ス。

右開校ニ付、校舎建築教授用具設備費、 347円30睦ヲ聾セリ。(春、ク当部落有志E進歩金ニ酷テ

支弁。〉

7 月 12日

置輩開始、全世児童、男 15名、女?謡、計22名。世躍ニ整列シテ開校記念写真撮転とあるa

従って両者の記揖に依って祥掴を知るE容が出来るが、最初田教員は、同校沿革史通り、関東氏で、

5 か月間桂の、郎ち政津礼分校として認可され、正式に尭令された教員が藤井健庄である。

また、建設位置は大久連の現久週神社の所であるが、どのような理由で場所が決定されたかは不

明である。

一説には、通学Z自の危抽聞所がある事と、大久連の住民が、開設運動の主流を占めていたと考え

られる街もあるが、 『玖津礼分校新築費寄付者調べJ を見るに、全て容認されな L、部分もおる。

更に、現久理師甚だけから考えると、現学校周辺集落の児童鞍よりも多かった事も考えられる。

しかし、当時ンサンベ Y、現長浜部落の児童数習をどう考えていたかは、現存資料、また現調査時

点では不明である。

現在利尻町史掴纂室に所蔵されている同校の責特を紹介すると、

明治四年仙法志小学校玖津礼分校新築費寄付者識(寄付者娃名、生所のみを記す)

石川県能美郡淡村 加藤孝助

福島県石被郵船岩川村字藤原 高木聖松

石川県河北郡内磁村 Jtl1 l幸三郎

北海道利尻郡拙法志村クズレ 堀 畳治

1/ 1/ 膏車村番外地 本間菊五郎

仙法志村番外地 桶谷~三郎

石川県河北郡内灘村 喜多正右衛門

利尻郡仙法志村クズレ 越後苔岩吉

福島県伊連郡森木口村字商問 阿部末吉

利尻郡仙法志村クズレ 松井作松

" 音形村ラ〆ドマリ番外地 古山重吉

石川県河北郡内轟村 中出直;;:郎

山上平七

利尻郡仙法志村クズレ 眠塩栄太郎
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"'I II(福井県〉

H 沓酷村番外地

M 仙法志村クズレ(青森県)

H 音形村ビヤコロ

青森県西津軽郡萩田村

富雄県本吉郡気仙沼村

石川県河北郡高松村

利尻郡音Jfj村マタマカ

" 鬼脇村

利尻郡仙法志村クズレ

1I1l1l(鳥取県)

(青森県〉

II /I (秋図県)

合計、金三百四措ヒ円三措誼

右之通相違え揖候也

明治 30年第 11月 11 日

新監査委員

同

同

同

鬼脇外二村戸長

原慎吾殿

以上 36名で、多くは、 54 円、1>輔で 1 円になっている。

進歩会結成時の金員 18名にな勺ているのは当時定住者の散から考えると殆どの住民の書加であ

り、人口増加の続いた、校舎建設当時を考慮するとこれまた殆どの桂民の協カがあったといえよう。

また、大久連住民の協力で実現したかのように一見される白むあるがそうではなかった。

誼島郡桧山間 It自村

利尻郡仙桧志村クズレ

後志国古平郡古平村丸山町

置島国函館舟見町

石川県能英郡

石川県河北郡内揖村

平成郡{由法志村クズレ

" " "
M " "

利尻町立博物館年報第7集団関

西川寅之畠

田中平四郎

棚橋長吉

岩崎吉平

北村与助

大山善太郎

暗弁ミ卜

甑長三郎

三安徳Il<郎

松下松五郎

舟甚与三吉

木村源三郎

川口徳十郎

七戸藤太郎

増田平五郎

竹中与三松

氷滞大吉

志図柄l喜治

長谷川喜作

沢山久太郎

加議セキ

関勇助

藤
木
上

加
高
堀
山

助
松
治
七

幸
繁
豊
平
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151 保聾者 PTA関時

このように Lて、玖津礼尋常4母校は誕生し、明治同年 8 月には独立校として思可され、同年に

は喜びの 5 周年記念運動会、続いて独立祝費会が盛大に行われた。

閉店主事 9 月には、道路事情も若手改良されて、現在地に校舎を移転し、長浜地竣児童の通学が匝

利になった。

地埴社会に大きく貢献しながら大正年代に入り、大正の初には父兄会がもたれるよっにむり、続

いて同10年には保瞳者会が尭足し、初代金長に、平田豊作氏就任し、死去する昭和14年 9 月 3 日ま

で時め、こ白品柏尽力は計り知れないものがあった。この前年には加様吉岡氏と共に保護者会、地

瞳全体の万庫の謝意を査す、 『報労式J を執行し、肖像画を進呈した。

後に、昼浜の柴田作五郎氏 2 代会長となり、昭和21年には岡部落佐孝助市民が 3 代金星とむった。

終戦佳昭和22年学制改革によって、 PTAと組植が重りJ目和22年 1 月に新発足をしたのである。

初代会長(長) 唖甚清一回和田年 1 月迄

2"""(民) 轟本信義 B計ロ回年 4 月迄

3""(長〕石垣暗太郎同和四年 i 月迄

4""(長)佐々木吾郎同和43年 i 月這

5 1111 (久〕 門田真- HBl045年 3 月塩

6""(長〕佐々木吾郎昭和49年 3 月迄

7""(久) 岡図鑑 E野口61年 4 月迄

8" II( 久) 川原理 E師団 2年 3 月迄(岡田閉校)

同窓会の尭足は大正 5年11 月 38 字国金二氏の努力に依ったものであるが、以後については、昭

和四年 1 月に、久遠 'J、中学技荷車会を再び結成されている。

161 学校の霊連

山戦前

明抽出年 8 月抽立校となり、その翌年長浜田 0番地、即ち現在地に校舎を移転しその聾を一新し

た。大正時代は確立期に入るが、地欲的活動に金面的積梅的に中む的約 t'l を果たしている。

同意金、父兄会及び保謹者の刺殺してその基礎の確立に静め、更には、婦人会、青年会活動にそ

の場を提供し、地壊活動の中心となった。それはまた、平田、加藤の両氏強力なる支揮者、山上、

沢田の両民の熱心な協力によるものも大きか勺た。

間四年 11 月には校舎修築落成を見るに至るまで、三浦林吉、沢回俊吉両民二代に Eる 13鞘『の歳月

も、この荷校長の指導者的存在も見逃せないものがある。

一つの大きな問題として、グランド、 (校庭〉思まれず、絶えず場所を藍璽し実継しなけオ Uまな

らなかった運動会白苦労から、新設グランドにようやく乗り出したが解決には歪らなか勺 fこ。

高等科が設置されたのは昭和 15年 3 月、通学両部落の圭面協力によるものであった。

それまでは、大久連在住高等科生徒は昔形小学校へ、久連長棋地区は、ワラジやソマゴで仙法志
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小学校に通学しなければ江らなかったのである。

戦時になって、その名も久連国民小学技と宥鹿も変り戦時色にぬりつぶされたが終戦となり昭和

22年 4 月新学制により、仙法志中学校久連分校併置となり、小学校名も元に撞した。

121 戦後

戦後四混乱期を乗り切り、四年、加年佐官の改革、新築され、小中学校共にスポーツにその名を

知らしめ、久連校の伝統を作った。

長浜の柴田豊作、柴田栄作両氏の再三に宣る教育器材の寄贈は、児童生桂へ白教育効果を高めた

のであった。日前日36年 6 月 23日には、協讃会長として間服60周年記舎、行事式典をき挙行している。

しかしむがら、昭和34年度由児童数146名をピークに次第に措少傾向になっていた。児童数回半

揖した昭和46年 9 月]]日に、大富千代太郎正の協調会長のもとに開校70閏年記浩式典を執行し、同

世田発展を念じた。

昭和田年]]月、現在四新校舎が完成し、電気暖房(全校舎〉と酉企的施世として注目されたので

あった。

131 高校

40年代から急速に進んだ老令化社会、即ち過酷化が高校へと追い込んで行ったのである。

両部高の中長棋は特に児童生徒数の揖少が大きく、再三協離の結集、久連中学校は仙法志中学校

に統合したのほ、昭和田年 3 月であった。かつての生徒数目的 4 分 l 由 l銘であった。

この時の児童数26名、この時点、では麗枝などほ桂一人として夢にも思わなかった。

先生も父兄も児童も一丸となって、母校の控鹿に力を誼吉、昭和田年 9 月 13日に関根町周年記念

式並そD行事を実施したのである。この時の協l覧会長は森本清栄民である。

この頃より久遠小学校も廃綬問題が公害されるようになり、多くの石余曲折を招いたが、自分自

母校でもあり、また教壇にも立った経験のある草間喜美男氏校長として赴任したのが昭和田年 4 月、

そして 9 月になって再三の協議の末に田年 3 月を以て瞳枝する事が段定された。

この時由児童数 9 名、開校85周年、閉校記念事輩実行委員会を控足させたのである。考えられる

あらゆる事業を輔力的に展開された。そして、児童数 4 名、昭和田年 3 月、校長の震とうるむ芦田

式辞で還に閉校となった。その後久迎小学校歴史保存会が設けられた。

歴代学校長

初代、藤井瞳

2 代、 豊田栄成

3代、紐駈栄

4 代、 大宰士助

5 代、 河東田甚之丞

明治例年12月より 3 年 3 月

明治時停 4 月より 1 年 4 月

明桔36年 8 月より l 年 9 月

明治担年 5月より 3年 3 月

明治41年10月より 3 年 6 月
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6 代、 竹中東一郎 明治45年 3 月より 1 年 4

7 代、 =浦称吉 大正 2 年より 6 年II Fl

8 代、 沢田俊吉 大正9年 8 月より 8 年II月

9 代、 竹内久雄 ""15年より 5年 5 月

10代、 竹中一正 昭和 5 年より 8 年 i 月間

II代、 木下三良 同 13年 5 月より 3 年 6 月間

12代、 赤川丸志 同 16年II月より 2 年叩月

13代、 加来 班 " 19年 6 月より 2 年 9 月間

14代、 寺島功時 同22年 4 月より 2 年間

i町て、 柚書玄宙 同24年 3 月より 4 年 2 月間

16代、 E範 信秀 同四年 5 月より 2年間

17代、 松田正雄 同31'手 5 月より 3年 7 月

18代、 尾川 厳 間33年II月より 4 年 5 月間

19代、 小笠原宗雄 周38年 4 月より 5 年間

却代、 三浦 男 同43年より 4 年間

21代、 中山霊敬 同47年 4 月より 5 年間

包代、 吉田祐司 同52年 4 月より 3 年間

23代、 山田幸夫 同55年より 5年間

24冊、 草間喜莞男 同60年 4 月より 2 年間

開限85年、関根記念事業実行書員会役員

会 長田図鑑

副会長大高綱千代、川原理

括購部長加藤正英、記念誌係長調藤順

事業部長藤田武利、事萌閏長尊罰喜美男

PTA世員

会長川原理

副会長佐藤勉、木村忠男

監査大高綱千代、藤田武和J 1書記悶中正
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久連小学校運動会応担歌

1 、待ちに待たる運動会

きたれりきたれり鴫呼愉快

立てたる旗はひらめきて

吾等がために祝うなり

2 、待ちに待たる運動会

きたれりきたれり鳴呼愉快

歓押の声をひびかせて

青いよきそいよたたかいよ

6 宗教

111 あらまし

久連部落における宗教分布図は、旧仙法志村門箇端で中央市街地より拘 6 粁の地点にある実態か

らして、寺院はなく、現仙也志字本町中心に存在する各宗寺院、または、音形市街地存在する各宗

寺院の壇憧世になっている。

従って{弗教関保信者は先祖由出身地に持色が見られるが、その寺院の法要行事に書錯し、続神的

支牲を得ている。

神週間保に於ては、!日村社仙法志神社を中 iυ として各部落神社は遁浮所とした分社的性格を持ち、

本社仙詮志神社伊 l大祭同樟に祭礼行事が実施されている。

他は且間帯側的要素が強く、砲神、弁天信仰は大正初期から末期で比較的経済的精神的余裕の得

られた時の所産と考えられる。

他のもう一つは戦後の混乱期に出現した新興宗教的要揮を多分に吉んでいるといえる。

121 悌教各宗信者

大正 10 年を基準にして調べてみると、久速の戸数約百戸程であった。戸口人口の変化は既に記述

した通りであるが、茜宗寺院の信者の割合は殆ど変わらない。

また、各寺院信者とその先祖の出身県に一つの特種が見られる。

浄土宗専称寺

この寺院は村内 1 か所の寺で隣接畠村にはない。部落別には、久通に最も多くの骨者が存在して

いた。鳥取、脅森の 2 県の出身者に多く、次に秋田県である。久連全体の 17 何である。

曹洞宗(禅)広瞳寺

ここも村内 か寺であるが各村にもある。久通全体の約 17% で殆ど秋田県出身者で占められてい

る。また、一戸もない県もない。戦桂音形への転出者がいるが全部カ噛形の悶宗寺院の所属に変わっ

ている。

日蓮宗〈この寺院は村内にはない)

久連全体の 5珂田信者壱有し、新品、千言語の畠提出身者が多く、沓昨妙生寺、鴛泊の寺院に別か
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れている。現在信者はいない。

真宗関係

村内に 3 か寺あり、隣村にも 2 か寺乃至 3 か寺あって信者は断然他の各宗に比して多 L、。そしてま

た、隣同ず寺院の信者に分布し、まちまちである。

真宗大谷派西円寺仙法志村

" 1/ 大安寺昔形村

II 1/ iE檀寺鬼脇村 (現在廃寺)

H 本願寺据筒霊寺仙法志村

/I If 明眼寺昔形村

"高田派授佳寺仙法志村(冊庄〉

これら合わせて、久連 31% の信者をもっており、石川県出身者には大谷派が多く、福井県出身者

には本願寺派が多 L、

例!lIや凪幅習慣の中に先祖の故蝿があり、心の支えにな勺ている。

天理教信者も l 名いたが混在はいない。

131 久連帯 l尻神社

大正の初期、続いた観豊漁に浜は賑い、漁民の精神的なものにも、白熱田恵みを感じ、即ち「神」

への崇敬白念が起り、特に老人目気持が強〈表われ、 「神社が欲しし\神社が必要だ J とし、う悲願

となり、神社創立が具体化して行った。

久埋久保田広市民の久連神社制立記揖に依れば、大正 5年 1 月 3 日に、部革新年会を開き、その

楊に於いて、神社々殿建立の識が万場一致で捜し、創立委員会が世置されたのである。

建立垂直には、大沢由蔵、鎌田貞吉、棚橋長吉、村上延吉、線上春吉の 5 民となり具体化して行っ

た。

拝殿ハ、間口、奥行共に 2 聞とし、 3 尺の神障を設ける事とし、蹄漁期終了後直ちに曽工し、現

在栂に石垣を築様して斉地とし、 9 月 16 日に小規模ながら懸案の久週神社が創立されたものである。

揖神は仙法志神社の宮司の斡躍により、利尻神社より分霊を畳け、仙法荘、神社の宮司により、人

魂高鹿式を執行され、同年叩月に、久連に舵ける「利尻神社 j が創立されたのである。

従って、当初は、仙法志神祉の分社ではなく、鴛 t白の『手 II尻神社 J の分社的性絡を持たせたもの

で、地峻住民的な心情のー舗をうかがわせるものがある。

何れにしても、部落民総意に甚く、部落民自総意 L令廟が実現された事になる。

その後、神社建立委員は、引き続き神社世話係としてその後の惟持運宮に当り、昭和 10 年代に至

るまで、この昨曹をと勺てきたものと考えら札る。

また、当時由民子崇敬者名に依ると、持社集散者は、現在の久通部落一円白住民ではなく穴問、

(厳島弁天宮)より、西醐に居住する、即ち大久遠に住む人遣だけになっている。

重埋については、利尻神社から利尻富士神社に、また、久連神社とも呼ばれるようになり、村社
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県典時には、これら各神社名の酷りが上がり、まちまちなものになったので、昭和 30 年代に入勺て、

久保田広市民は、拙法志神社宮司と相談し、村社の拝所になっている事だし、各他部落のょっに郡

高名を冠して、久連神社に統ーしたらとの意見により、部落民とも帽酷した結果、その方がよいと

の結論に遣し、 「久通神社 J と呼ぶよフにしたものである。

各部落神社を遁持所としたのは、昭和 I 3 年に戦時に於ける国民の精神統一を属策とした、国家

待遇取肢を強化し藍革した事に依るものである。

それを物語る賢料によれば次のようにな勺ている。 (I 日仙桂志村紳同調査票、昭和 17 年 i 月)

神嗣称号、利毘山抽出志神社、

祭 神、大綿津見神、大山砥神

由緒沿1Ii 大正 6 年 9 月 6 目、祭神動指揖

座

敷地卸散 6 ~，

並に所有名義者 益田修太

建物の種類坪融 持阪本殿兼用 4 坪半、鳥居一基

崇敬者総代員数 2 人、上田橋治、吉田晋'"郎

維持方法 久連部高島田寄付、 l 年間円

劉保神職名仙雄志神社々掌 常磐井武敏

崇敬者の居住区壇及び戸数 57戸、久連部落毘一円

例祭日 6 月 218

積立金 ナソ

終戦桂もこの制度が続き、部落から自拍会と呼ばれるようになり、現在は自治会長が責任者とな

り維持されている。

なおまた、本年中に新世話の気運がある。

更にまた、創立当時に手洗鉢が寄進され、現存しているが、奉納者名には、村上延吉、棚矯長吉、

棚橋寅吉、壇本岩吉、錨回貞吉、大沢芳麗の 8 氏が刻l名されている。(置本正i立大正 3年に音器に

移住し、神社建立時に、神社の件を聞き寄進したものである。)

以上の岳民は創立功労者になっている。

また、久保凶広市民の紀韓中に、創建当時の大久連在住部落毘、 (崇曲者氏子畠)がある。

吉田植助、松井竹位、喜多臣右衛門。

安藤円麗、晴江佐太郎、荒谷光太M，大沢芳麓伊端宰作、加島普太、益図車平、鎌

田貞吉、上田万泊、川村幸助、棚橋長吉、線上茂吉、原崎作次郎、木戸口作衛門、久保

田広吉、藤元晋吉、木村福太郎、川告書吉、山上奏平、笠原大作、北辻与惣松、村上延

吉、小玉友吉、松下米造、岡島春正、竹石健吉、山上平三郎山上石藍土佐由太郎、

堀 豊太、越前星第吉、三上勘次郎、竹中和八郎、高杉佐吉、線上春吉、木村島蔵、小杉

喜一郎、小杉喜代泊、斉聴滑三郎、堀増五郎、木村政吉、楠甚漁吉、新谷石太郎、楢山仁
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太郎、戸田兼吉、森田丑之助、岡田善太郎、平田豊作、古川 署八、佐藤弥五郎、山崎初太郎、

縫原勇五郎、小屋動車、村田権助、加穣苦手助高谷宜、金子 ー。以上回名

久速神社の集礼行事については、久保岡氏白記輔の中に肢のょっに述べている。

l 月:臼は毎年宮司さんをお迎えして、元旦祭を行うが聞であった。

富司さんは 1 日午前零時、年が改るを持って、先づ本社に礼拝し特勺て深夜宮過を御崎

神社より遇改各部落の神社を書縛するので、当利尻神社へは午后になり、書拝を持ってゆっ

くりと休憩をとり、夕方又徒歩でお掃りにな勺たもので、当日は朝から 1 自のおっとめは

大変な御苦労だっだものと思われた。

3 月蹄漁期前には例年陣豊漁祈願祭がいとも厳粛に行はわれた。

一、 6 月の祭典には部落内散か所に御神灯を掲げ、輯を立て、社前に大きな舞台をつくり、富

司さんによる神聖舞も行伝われ、行列の去勺たあと、読しの民謡や浪曲も催され、大勢の

人が集まり、出膚も立つような賑わいであった。

現在では年 I 回 6 月に行なわれる、仙法志神社の例祭が郷土の祭典としてのみ、割1落内

ffl:毎田祭当番として準備執行等に当たっている。

(41 北の厳島弁天宮

曾II始者は村田勧助氏で、明治団年に加藤幸劫漁場に出稼吉陸、漁場近く白穴間に生活の根拠地と

し、戦時中迄ここに住んでいた。村田民は育轟県三戸部長笛村大字根岸字前九番地の人である。

この人は鈎経痛という持病に苦しんでいた。ある時修行者の訪問するところとなり、事情をうっ

たえた担、小耐を作り、 「弁天さん J を桓ることを指示され骨仰した事に始まる。

個人借仰であ勺たが、大正 3 年頃に余市から昔形へ向か勺ていた、リンゴ舶が、荒れる秋 9 月に

この沖で遭難し、船体は打ち寄せられ、帆牲が折倒れて穴聞にかかり、乗組員 l 名が助か勺た.こ

れが「弁天さん j の祭記されている岩であった事から近隣白人々の信仰を集めるようになったと言

われている。

村国民移転桂の戦後も若干の{言者がいて信仰されていた。

そ Lて、日目和 40 年代に入勺て、信岬も去る事ながら観光開尭の視点から、植底的なる弁天宮の中

興再建が行なわれた。これの視光地 {to' 昭和 42 年から進められ、穴昭一得の岩石が景勝の地として

完成したのが昭和 47 年で終り、 「弁天さん j の神事が最後となったのである。

当時自治会長であゥた藤田星利氏と元老大山甚松正の寝食を忘れた苦労があったという。

最初、病気治綴から海難に、そして豊漁の神々と面仰円容が藍化した。漁業神に重ったのほ再建

工事中に聾を見せた砲の夢告により、その名称も飽神弁買宮に変り今日に圭勺ている。しかし、昨

年の 9 月 i 自の 12 号台風の膨曹により、大時化の為に『嗣 j は流失し た。

現在信仰者に、藤田星利、大山甚怯、循山仁三 M、住藤一夫の各氏がいる。

最近再理置が具体化されつつある。(昭和 61 年憎物館年報に報告〉
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(51 その他の宗教

昭和 30 年代までは、地に 2 つの民間信相羽甘信仰車団とそれに近い{君仰集団が存在していたが、祭

記者の引越移転によって現在は信者のみとなったものと、摘撮したものとがある。

①高 4告の龍神さん

創始者並に祭記者である、高杉佐吉氏である。同正は、明市 40 年頃に秋田県南秋田郡天王村より

来住し、加藤幸助漁織で働く漁師で、現在のホマ場所の近くにある、 f堀ノV'( J に住居していた。

祭最 E信冊の動機や年代は不明であるが、現在も択の断睡状の中盟にその跡地が確認され、間和田

年代までは祭礼日には近隣の人々が書詣していた岳者も確認された。

社会的、経済的にまた諮舶の状祝から推測 iされる事と現司聾者の口述からも大正初期に始まった

ものと考えるのが畢当性がある。

主として大正年代ほ高杉佐吉氏、その子金助正は昭和却年代、以憧佐吉庄の孫に当たる勇民(現

在〉と誤記宿仰が続いてし唱。

高杉民曲人の豊漁を願う神として信仰が近隣にもそのIt曹を及ぼし、換民の 1 つ白 ι、の依り所と

されてきたものである。

利尻島内中にみられない、 「山の神 J r絵樺 J 彫刻開高さ l 米、幅 40 センチ程の石神障である。

これには探い因縁があると考えられる。

高杉家 i拍車漁皆無桂教室事にして、昔形字 B之出町に転住し、揖船漁業を宮み、自宅の車に臨神童

を設け、揺記{言仰されている。

②八大龍王大自然霊信教団和}民支部

この創設は昭和 21 年 6 月!日に宗教法人として、旧久直小学校に騨 t~ している、三 i衛政吉氏の自

宅白 8 畳 2 室を使用し発足したものである。

由来は、同民夫人フユ氏が般病に患り、各地病院に入院したが、茜匡師共に病名不明由まま昆離

され、いよいよ重体になった時に、この教会への入門を進られて信曲に入り病気が治り、同教聞の

布教師となり、自宅に支部を設けたのが始まりである。

祭神が、八大龍王、馬頭観世音で経奥は神悌一切教で、毎月 15 日を祭礼日としていた。

主な信者には、音形、今野新三郎、長金次郎、久迫では、門図市蔵、三浦政吉、鎗山仁三郎、長

浜の佐孝助市の各氏らで、 'B 何回年 5 月 3 日付を以解散畳記された。カ号、実際には祭司書三浦フユ

氏によって祭記惜仰行事が執行され、近隣及び長浜の 銅1に信者があ勺て、毎月 15 日に 15 名位いか

ら20 名程田幸詣者がいた。

昭和 40 年頃に三浦正稚内に移転したが、信者は現存しており、眠強いも四がある。現在 HI 原氏の

自宅裏に、馬頭観音碑があり、八大龍王専用のカレノダ が各家庭に掲げられている。

しかし、当初は病気拍癒白神の恒入信仰であったが、昭杭 129 年の名目的解世時頃から、漁の伸、

海の神として信仰していた事実があり、このよっに産化して行ったのも民間信仰的である。

そしてまた、穴聞の弁天宮と共に関連を以て信相されてもいる。
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7 風俗習慣

現在は揮然体化L、平均化されてしま勺た。各家庭に具体的に表われるのは、お祭りやお輩、

正月である。

それは、神棚や悌竣に供える供物や供え方に少しずつの途いがある。食物でもそうである。また、

家庭の間取り、悌壇や神棚田~りアJにも、先祖出身地のものと思われる笹があった。

すべてを知る事は出来なかったが、正月周餅は、食べる餅は普通 4 f1Jの切り餅だが、因幡衆は丸

餅に作るのである。

またこれは、幅信であるが、葬式の棺に慣用した白布は、魔除け、情然を治す、といっ考え方も

控勺ている。

冠婚葬祭等は大袈裟に侃手な事は好のまなL 、。 E助精神は普通であるが、開放的な部分もある。

また、民間信仰からくる捕神的な韮活にも特色があゥて、これらの惜者の多くは秋田衆である。

事故死が他部落に比して多か勺たのは、自タ応足害を除いて考えると向か地被的な楕御風土があっ

たのだろうか。そして、自己を象酸化する人々もこの地級住民に多 L 、。

8 不幸な出来事

会学校関係

明治お年 2 月 26日、初代校長藤井由民、補神奨常て戸急死し、この年の 9 月に校舎が現在地に移転

している。

翌年の 7 月!日には 2代目校長の豊田栄成氏も死去し、連続しての不幸であった。

同四年 8 月 19日には、教育所創立に勉力した婦豊泊氏が亡くなり、 44年 9 月には児童の死亡、 9

月の斉藤教員の死去があって引き続きの悲しみに会っている。

直に教育所定哨査の先駆者と言われ、また、区長代理を務めた山上平ヒEの他界もこの前後かと考

えられる。

大正 5 年に入ってからの、佐々木鐙閥、油木定太郎両教員の半年から 9 か月品加病気欠勤は児童

にとって、 3 名目教員の中では教育上不幸な事だったと、述べている。

同 6 年 2 月白児童の死亡もあ勺た。

その後は昭和 桁代までは特別の事はなかったようであるが、学校の前に家屋のあった沢図賢治

は校舎移転後の並々ならぬ協力者であったが健太に持転、昭和 12年 7 月死去、その前の 1 月には同

校卒草生の村上政男庄の戦死者があり、タ連としては初めての村罪であった。

そして翌日年 l 目白加藤幸助民の変死があり、 14年 9 月の平図豊作氏が逝去し、学校貧IJ世並び協

力担助者は全員が世を去勺た。

;足寄関係

明治42年 1 月の大流氷割切盟来があ勺て人々を舗をかした。

大正 5 年の 4 月の大畢風雪では、平問漁場の 3 名の漁夫が死亡するx雛があって悲しみに暮れた。

大正13年 1 2 月、学校近くの築山氏宅の火災、昭和13年 1 月四火災もあった。

続いて閉店年 8 月の強い池震があって、津波があった。久連は言語いにも被害はなか勺 fこが、利尻
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品では後にも先にもない出来事であったn

戦織では、同29'1'の 5 日に災害ではなかったが、この時期では例のない大吹雪があって来だに紀

憶にある。臨場最中である。31年には、 f掘のiR. l では l 月の末に雪崩があって、子供 l 人が距亡、

2 人を救助するという災害か誕生している。

寒い北国でどこにも、教えきれない災害はあったが、身近江所に起きた民事程身に迫るものが大

きい。

この地に多く叩悲しL、不幸なことがあヲたことは言うまでもなし」

今でも語りつがれている不幸な出来事、忘れりれてしま今ている悲しい出来事は久速に住む人速

にしか判らないものである。

9 轄りに

移住開拓が仙法草村内 7 部落中級も遅いと考えられていたが調査白結果それ程ではてよかった。

音形方面からの来佳者は大久追に落着き、坦くとも明治21年には居佳者がし、た可能性がある@

明治四年代から居住者で現在二代目白大山喜太郎氏の話からも伺い知られる。当時から続いて二

代目居住者に喜多金助氏もいる。何れも石川県出身者であるが、現在久j!J!では、開拓当時からでは

ニ圧のみである。

出稼き'は近年の事ばかりでなく、大正末期からa日和 10年代に輯不描時樺太への出椋があって、寄

留そして移転定住した人も久連には多かった。

この間査に協力を闘った方

久保回広市民

民は現在久連誌を訊筆中であり、今回貴重は寅料とな勺た。

大山甚松正

圧は久連の元老であり、生き字引き的存在でもあわ、多くの投公曜を2羽主 uこ。

岡田雄、大視正厳氏

番考賓料として採用した文献

久連教育所の創設、私設消防相の創立、久通神社の創立、大久壇家屋分布図等久保田広市民の記

蝿築

旧仙法志村行政資料

社寺明細幅

村鈴要覧

久J里小学校沿革史

明治 3 5'手大1£ 3 年

明治 3 7 年

大正 4 年

利尻町史帽書室蔵

利尻町史編罫室蔵

利尻町立憾物館蔵

仙法志小学校蔵

工鶴浄真 浄土宗専件寺住暗 示l尻抑土史研究会々長
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